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プログラム（講演・シンポジウム等）
6月18日（土）

9：30～9：40 開 会 式 第1会場（大ホール）

9：45～10：45 会長講演 第1会場（大ホール）

座長：森 恵美（千葉大学大学院）

学生を “育てる ”母性看護学教育の展開
松原 まなみ（聖マリア学院大学）

10：50～11：50 教育講演 第1会場（大ホール）

座長：松原 まなみ（聖マリア学院大学大学院）

教えることの基本となるもの
～臨床の知としての教育技術の獲得～

目黒 悟（藤沢市教育文化センター 主任研究員）

12：00～13：00 ランチョンセミナー1　［ シミュレーション授業 ］ 第2会場（小ホール）

初めての赤ちゃんを迎える家族
松原 まなみ、川口 弥恵子（聖マリア学院大学）
劇団 風雷望
 協賛：株式会社 赤ちゃんの城

12：00～13：00 ランチョンセミナー2　［ 戦略的プロジェクト報告① ］ 第3会場（研修室 A）

妊娠糖尿病既往女性への産後支援のエビデンス
戦略的プロジェクトGDMグループ 代表　

成田 伸（自治医科大学看護学部）

12：00～13：00 ランチョンセミナー3　［ 戦略的プロジェクト報告② ］ 第4会場（研修室 B）

妊娠期・産褥期における「妊娠高血圧症候群」の
重症化予防に関する看護

戦略的プロジェクト PIHグループ 代表　

齋藤 いずみ（神戸大学医学部保健学科）
 協賛：東洋羽毛工業株式会社
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14：10～15：10 基調講演 第1会場（大ホール）

座長：町浦 美智子（武庫川女子大学大学院）

「周産期の親子関係形成」の教育について考える
新道 幸恵（京都橘大学大学院看護学研究科）

14：10～15：10 母性看護 CNS実践報告会 第4会場（研修室 B）

座長：佐藤 陽子（昭和大学病院 母性看護専門看護師）

周産期領域における看護実践力を高める
CNS-1　 胎児が予後不良と出生前診断された夫婦への介入

～患者に寄り添ったケアの提供と医療者間の調整～
中井 愛（国立大学法人 滋賀医科大学医学部附属病院 母性看護専門看護師）

CNS-2　 チームとして関わるための調整
～重篤な疾患を持つと予測される児の妊婦のケアを通して～
緒方 あかね（京都第一赤十字病院 総合周産期母子医療センター 母性看護専門看護師）

CNS-3　産婦人科単科施設における強迫性障害合併妊婦への対応
金 英仙（医療法人竹村医学研究会 小阪産病院 母性看護専門看護師）

15：20～17：20 シンポジウム 第1会場（大ホール）

座長：西方 真弓（新潟大学医学部保健学科）
松井 弘美（富山大学医学部看護学科）

周産期ハイリスクケアをいつ、どこで学ぶのか ?!
S-1　産科救急対応

坂上 明子（千葉大学大学院看護学研究科）

S-2　母体胎児集中ケア
林 佳子（札幌医科大学看護学部）

S-3　社会的ハイリスク（特定妊婦）のケア
三田村 七福子（小阪産病院看護部長、母性看護専門看護師）

S-4　胎児異常の告知を受けた妊産婦へのケア
佐田野 英（広島大学病院 遺伝子診療部 看護師・認定遺伝カウンセラー）

17：20～17：30 閉会式・次回挨拶 第1会場（大ホール）
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プログラム（口演発表）
6月18日（土）

14：10～15：00 口演1　［ 子育て支援 ］ 第2会場（小ホール）

座長：中尾 優子（鹿児島大学 医歯学域医学系 医学部 保健学科）

O1-1 小児病棟に入院中の乳児に付き添う母親の母乳育児支援に対する看護者の課題の認識
○塩澤 綾乃、佐々木 美果、清水 嘉子、阿部 正子、藤原 聡子、西村 理恵
長野県看護大学 看護学部

O1-2 産後6か月間に母親が人工乳の使用について検討した際の行動
○藤本 紗央里、舩場 友木、福島 紗世、藤原 友紀、大平 光子
広島大学大学院医歯薬保健学研究院

O1-3 第1子出生前後における夫婦関係の変化の実態とその影響要因の検討
―妊娠末期から産褥期に焦点を当てて―
○杉 有希1）、香取 洋子2）

1）JA神奈川県厚生連 相模原協同病院、2）北里大学 看護学部

O1-4 未就学児をもつシングルマザーの育児ストレスと蓄積疲労
○佐々木 美果、塩澤 綾乃、清水 嘉子、阿部 正子、藤原 聡子、西村 理恵
長野県看護大学看護学部

O1-5 思春期の「夢」に対する親から受けた支援の体験 
―フォーカスグループインタビューによる大学生の想起から―
○菊原 美緒1）、田中 千絵2）、桃井 雅子2）、松原 まなみ2）

1）鳥取看護大学 看護学部看護学科、2）聖マリア学院大学 看護学部

15：05～15：45 口演2　［ 母親の心理とケア ］ 第2会場（小ホール）

座長：香取 洋子（北里大学 看護学部）

O2-1 退院1週間前後の助産師の関わりと母親の不安　
○望月 美里、三谷野 さつき、深澤 優里
独立行政法人 国立病院機構 甲府病院

O2-2 妊娠期・産後4日目・産後1ヶ月の産後うつ病の現状及びエジンバラ高得点と
対象の背景との関連について
○早野 利佐
篠ノ井総合病院

O2-3 胎児異常を診断された妊婦に対する看護者の抱く思い
―看護者のインタビューを通して―
○宮城 邦海、宮国 咲恵、渡久地 初子、安座間 和美
沖縄県立南部こども医療センター

O2-4 ペリネイタル・ロスを体験した母親と看護者の相互ケア・ニーズモデルの検討
○渋谷 えみ1）、礒山 あけみ2）

1）茨城キリスト教大学、2）上智大学
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15：50～16：30 口演3　［ 訪問・地域連携 ］ 第2会場（小ホール）

座長：平田 伸子（帝京大学 福岡医療技術学部）

O3-1 NICU看護師によるよりよい産前訪問を目指して
○西木 麻梨香
社会福祉法人 恩賜財団 大阪府済生会吹田医療福祉センター 大阪府済生会吹田病院

O3-2 分娩施設がない B市の保健師が行なう妊婦のリスク・スクリーニング
○相馬 深輝1）、林 佳子1）、植木 瞳2）、正岡 経子2）

1）札幌医科大学 助産学専攻科、2）札幌医科大学 保健医療学部 看護学科

O3-3 養育支援訪問事業における訪問助産師の行う支援に対する捉え方
○谷郷 智美1）、川村 千恵子2）

1）武庫川女子大学 看護学部、2）甲南女子大学 看護リハビリテーション学部 看護学科

O3-4 産後ソーシャルハイリスク母児への支援の現状
○佐藤 陽子1）2）、村瀬 正彦3）

1）昭和大学病院、2）昭和大学助産学専攻科、3）昭和大学小児科学講座

16：35～17：15 口演4　［ 母性看護学教育 ］ 第2会場（小ホール）

座長：工藤 里香（京都橘大学 看護学部）

O4-1 男子看護学生の感じる母性看護学の学習過程における困難感について
○石井 加奈子、天本 都
兵庫大学 健康科学部 看護学科

O4-2 母性看護学実習指導者の課題 ―学生へのアンケート結果から―
○平岡 志絵
広島大学病院

O4-3 母性看護学教育イノベーション
―TBLとシミュレーションの融合によるアクテｨブ・ラーニングの実践
○鈴木 紀子、高島 えり子、増田 美恵子、髙橋 眞理
順天堂大学医療看護学部

O4-4 ITを活用した母性看護‒助産教育の実際
○早川 有子1）、行田 智子2）

1）群馬パース大学保健科学部 看護学科、2）群馬県立県民健康科学大学 看護学部

14：10～15：00 口演5　［ 妊婦に対する教育 ］ 第3会場（研修室 A）

座長：服部 律子（岐阜県立看護大学 看護学部）

O5-1 妊婦の日常生活における身体活動の実態調査
○川尻 舞衣子1）、中村 康香1）、長坂 桂子2）、武石 陽子1）、跡上 富美1）、吉沢 豊予子1）

1）東北大学大学院 医学系研究科、2）NTT東日本関東病院
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O5-2 妊婦の腰痛を緩和する看護プログラムの検証
○長坂 桂子

NTT東日本関東病院

O5-3 妊産褥婦が満足する出産準備クラスの検討　 
～参加型出産準備クラスを実践・評価して～
○山口 真知子、清水 香奈子、飯塚 恭子
焼津市立総合病院

O5-4 初産婦における会陰マッサージの教育プログラムによる実施率向上に向けた研究
○川畑 知未1）、江藤 宏美2）

1）久留米大学病院、2）長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 保健学専攻

O5-5 帝王切開準備クラスの評価と今後の課題
○廣岡 梨花、三田 和歌子
日本医科大学 武蔵小杉病院

15：05～16：05 口演6　［ ハイリスク妊娠と管理 ］ 第3会場（研修室 A）

座長：椎葉 美千代（福岡女学院 看護大学 看護学部）

O6-1 高年妊婦における妊娠中の家庭血圧推移
○井上 京子1）、齋藤 いずみ2）

1）関西医療大学、2）神戸大学大学院保健学研究科

O6-2 妊婦の健康診査における初回測定・妊娠30週・妊娠37週の血圧値に関する分析
○寺岡 歩1）2）、齋藤 いずみ1）

1）神戸大学大学院 保健学研究科、2）大和大学 保健医療学部

O6-3 「妊娠高血圧症候群」の予防・重症化予防に関する看護の実態（第1報） ―妊娠期―
○井上 京子1）、齋藤 いずみ2）、遠藤 俊子3）、岡田 真奈4）、佐藤 陽子5）、宗 由里子3）、 
安田 美緒6）

1）関西医療大学、2）神戸大学大学院保健学研究科、3）京都橘大学、4）大津市民病院、 
5）昭和大学病院、6）京都府立医科大学付属病院

O6-4 「妊娠高血圧症候群」の予防・重症化予防に関する看護の実態（第2報） ―産褥期―
○岡田 真奈1）、遠藤 俊子2）、齋藤 いずみ3）、井上 京子4）、佐藤 陽子5）、宗 由里子2）、 
安田 美緒6）

1）大津市民病院、2）京都橘大学 看護学部、3）神戸大学大学院保健学研究科、 
4）関西医療大学 保健医療学部、5）昭和大学病院、6）京都府立医科大学附属病院

O6-5 妊娠高血圧症候群またはその疑いのある妊婦の妊娠経過に伴う
妊娠高血圧症候群に関連した身体の捉えと行動
○山本 加奈子
一般財団法人津山慈風会 津山中央病院 

O6-6 妊娠糖尿病と診断された妊産婦の看護援助についての検討
―妊娠糖尿病と食生活への向き合い方の分析から―
○折井 淳子1）、新井 陽子2）、島袋 香子2）

1）茅ヶ崎市立病院、2）北里大学看護学部
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16：10～17：10 口演7　［ 産科における管理とキャリア ］ 第3会場（研修室 A）

座長：江藤 宏美（長崎大学 大学院医歯薬学総合研究科 保健学専攻）

O7-1 夜勤帯における分娩各期の看護行為時間数からみた分析
○佐藤 純子1）、齋藤 いずみ2）、石川 紗綾1）、栗山 夏子1）、寺岡 歩2）

1）医療法人 王子総合病院、2）神戸大学大学院保健学研究科

O7-2 正期産正常新生児への看護行為の内容と看護行為の回数
○中井 かをり、齊藤 いずみ
神戸大学大学院 保健学研究科

O7-3 産科を含む混合病棟における分娩経過の分類と特徴 ―看護管理的視点からの分析―
○齋藤 いずみ1）、寺岡 歩2）、石川 紗綾3）、栗山 夏子3）、佐藤 純子3）

1）神戸大学大学院保健学研究科、2）大和大学、3）王子総合病院

O7-4 多職種連携の育児支援チーム内での母性看護専門看護師の役割 
～多職種・他部門との円滑な連携に向けて～
○松浦 和枝、浅田 祥子、高尾 恭子
淀川キリスト教病院

O7-5 産科病棟勤務助産師・看護師への帝王切開術器械出し教育の取り組みと 
今後の課題2
○中村 智美、野中 久央
社会福祉法人聖隷福祉事業団 総合病院聖隷浜松病院

O7-6 病院に勤務する中堅助産師に関する研究Ⅱ ―継続意思とその特徴
○篠原 良子
三育学院大学 看護学部
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6月18日（土）　ポスター会場（市民ギャラリー「みゅーず」）

14：10～14：50　ポスター1　［ ウィメンズヘルス ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース A）

座長：跡上 富美（東北大学大学院 医学系研究科）

P1-1 働く女性の月経痛軽減の対処行動に関連した要因
○大滝 千智
千葉県立保健医療大学 健康科学部 看護学科

P1-2 ジェンダーに侵略されたリプロダクティブ・ボディ
～「少子化世代」の女性たちに対する聞き取り調査から～
○田辺 けい子
神奈川県立保健福祉大学 看護学科

P1-3 女子受刑者の受刑前の性行動・性態度の実態と反復中絶に関連する要因
―女子受刑者への調査から―
○望月 明見
自治医科大学 看護学部

P1-4 分娩後に腹圧性尿失禁を発症し、骨盤底筋の収縮感が不明瞭な初産婦に対する
骨盤底筋訓練の検討
○長島 玲子、井上 千晶
島根県立大学 看護学部

14：55～15：35　ポスター2　［ ハイリスク妊娠と管理 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース A）

座長：田中 佳代（久留米大学医学部 看護学科）

P2-1 ハイリスク妊婦の把握を目的とした「妊婦背景情報整理シート」における
連携基準項目の検討
○角野 美希1）、森 博美2）、中西 玲子1）

1）元奈良県立医科大学附属病院、2）奈良県立医科大学附属病院

P2-2 初めて妊娠糖尿病と診断された妊婦の自己管理上の課題
○佐藤 ひさ代1）、成田 伸2）

1）元 自治医科大学大学院、2）自治医科大学看護学部

P2-3 急性骨髄性白血病合併妊婦の妊娠継続支援 ―医療チーム内の調整に焦点を当てて―
○若狹 晶子、長南 記志子
学校法人 北里研究所 北里大学病院

P2-4 新助産外来立ち上げにおける調整機能の検討 ―リスクのある妊婦に対象を拡大して―
○小林 由美1）、成田 伸2）

1）元 自治医科大学大学院、2）自治医科大学看護学部

プログラム（ポスター発表）
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15：40～16：30　ポスター3　［ 母親の心理とケア ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース A）

座長：福澤 雪子（福岡女学院 看護大学）

P3-1 日本語版 Coparenting Relationship Scaleの信頼性と妥当性の検証
○武石 陽子、中村 康香、跡上 富美、吉沢 豊予子
東北大学大学院

P3-2 女性が母親になる自分やお腹の中の子を思う時に生じる “ゆらぎ ”
○島名 梨沙1）2）、鈴木 禎子2）、深澤 友子2）、高津 三枝子2）、國清 恭子2）、常盤 洋子2）

1）群馬大学医学部附属病院、2）群馬大学大学院保健学研究科看護学講座

P3-3 愛着‒養育バランス尺度を用いた母親の気持ちと子育てに関連する要因
○安田 孝子
浜松医科大学 医学部 看護学科

P3-4 死産・中期中絶を経験した母親のケアニーズ
○中武 絢美
独立行政法人 国立病院機構 都城医療センター

P3-5 周産期に児を失った家族を支える看護者への支援について
○山﨑 あや1）2）

1）昭和大学病院、2）昭和大学 保健医療学部 看護学科

16：35～17：15　ポスター4　［ 新生児ケア・母乳育児 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース A）

座長：佐々木 くみ子（鳥取大学 医学部保健学科）

P4-1 胎便排泄と血清ビリルビンの関係　～出生早期に肛門刺激を試みて～
○砂岡 幸代
富山県 市立砺波総合病院

P4-2 母乳確立の時期や授乳状況による初産婦の疲労感の違い
○河嶋 亜衣1）、矢野 理香2）

1）北海道大学大学院保健科学院、2）北海道大学大学院保健科学研究院

P4-3 母乳哺育終了に向けた乳房ケア “圧抜き ” の有効性 
―血清プロラクチン濃度と乳汁うっ滞の自覚症状から―
○新池 里沙子、立岡 弓子
滋賀医科大学 医学部 看護学科 臨床看護学講座

P4-4 当院における母親学級受講と母乳率の関連調査
○北島 茜
医療法人雪の聖母会 聖マリア病院
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14：10～14：50　ポスター5　［ 子育て支援 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース B）

座長：佐藤 珠美（佐賀大学 医学部 看護学科）

P5-1 母親からの依頼による助産師訪問の実際と訪問後の母親の心理的変化
○平田 良江、名取 初美、萩原 結花
山梨県立大学 看護学部

P5-2 初産婦の産後6か月間における育児生活時間と疲労及び育児ストレス： 
栄養方法別の比較
○森 恵美1）、前原 邦江1）、岩田 裕子1）、坂上 明子1）、青木 恭子1）、森田 亜希子2）

1）千葉大学大学院看護学研究科、2）千葉大学大学院看護学研究科 博士後期課程

P5-3 3歳までの子どもを育てる親の心理的健康度の検討
○井上 千晶1）、吉川 憂子2）、長島 玲子1）

1）島根県立大学 看護学部、2）島根大学医学部看護学科

P5-4 妊娠期からのペアレンテｨング「赤ちゃんの寝かしつけ準備講座」Web教材の開発
○佐々木 裕子1）2）、髙橋 眞理3）

1）杏林大学 保健学部、2）順天堂大学大学院 医療看護学研究科 博士後期課程、 
3）順天堂大学大学院 医療看護学研究科

14：55～15：35　ポスター6　［ 母性看護学・助産学教育 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース B）

座長：長鶴 美佐子 (宮崎県立看護大学 看護学部）

P6-1 臨地実習指導者が捉える男子看護学生に対する母性看護学実習の実際
○北川 良子、大滝 千智、林 ひろみ、川村 紀子、石井 邦子
千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科

P6-2 母性看護学実習の中で「心をゆさぶられる経験」をもつ男子学生の一考察
○小倉 由紀子、谷口 美智子
中京学院大学 看護学部 看護学科

P6-3 母性看護援助論科目におけるアクティブ・ラーニング実践報告　
学生教師間のはなまるノートの活用例
○上林 聡子、山田 晃子、立花 慶子、山内 京子
広島文化学園大学 看護学部

P6-4 改良版模擬産婦養成プログラムの評価 ―試行版と改良版の参加者評価の比較―
○林 ひろみ1）、鈴木 幸子2）、石井 邦子1）、大井 けい子3）、北川 良子1）、山本 英子2）、 
森 美紀4）、岡津 愛子2）

1）千葉県立保健医療大学、2）埼玉県立大学、3）前青森県立保健大学、4）前埼玉県立大学
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15：40～16：20　ポスター7　［ 産科における管理 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース B）

座長：林 ひろみ（千葉県立保健医療大学 健康科学部）

P7-1 病院の HP上で提供する出産関連情報の現状
―妊産婦のインフォーム・ド・チョイス促進に向けて―
○勝川 由美、坂梨 薫、水野 祥子、沢田 真喜子
関東学院大学 看護学部

P7-2 新卒助産師のリアリティショックについての検討
―プリセプターの認識するリアリティショックとの相違から―
○筒井 志保1）、鈴木 久美子2）

1）国立病院機構 東京医療センター、2）東京医療保健大学 

P7-3 産科災害マニュアルにおける紙面と映像化の有効性の比較
○前田 琴美
川口市立医療センター

P7-4 助産師が行う防災教育の現状と課題
―初妊婦が受けたと認識している防災教育の視点から―
○中野 志麻1）、鈴木 久美子2）

1）国立病院機構 東京医療センター、2）東京医療保健大学

16：25～17：05　ポスター8　［ 助産師のキャリア開発 ］ 第5会場（市民ギャラリー ブース B）

座長：山田 加奈子（大阪府立大学 看護学部）

P8-1 病院に勤務する中堅助産師に関する研究Ⅰ ―職場選択の理由から
○篠原 良子
三育学院大学 看護学部

P8-2 妊産婦から受け取ったバースプランに対する助産師の認識
○鈴木 禎子1）、常盤 洋子2）、國清 恭子2）、高津 三枝子2）、深澤 友子2）、岡田 奈緒美3）、
島田 葉子4）、貞形 衣恵5）、島名 梨沙5）

1）産科婦人科館出張 佐藤病院、2）群馬大学大学院保健学研究科、 
3）富士重工業健康保険組合 太田記念病院、4）足利工業大学 看護学部、5）群馬大学医学部附属病院

P8-3 助産師の職業生活の変化と変化に影響する要因
○北川 良子1）、成田 伸2）

1）千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科、2）自治医科大学看護学部

P8-4 平成27年 CLoCMiPレベルⅢ認証制度合格者状況と CLoCMiP導入・運用の課題
○早川 ひと美1）、山西 雅子1）、小林 正代1）、鶴見 薫1）、砥石 和子2）、井本 寛子2）、 
江藤 宏美2）、高田 昌代2）、堀内 成子2）、福井 トシ子1）

1）公益社団法人日本看護協会、2）一般財団法人日本助産評価機構


